































































































































































































































　 観測映像を動画で表示する。ただし、Windows Media Playerなどの
動画プレイヤーがWEBブラウザ上で動くようになっている必要がある。
　 ウインドウのタイトルに、動画ウインドウで現在選択している望遠鏡
名と、その画角が表示される。
　 動画プレイヤーによってはダブルクリックで動画を拡大して表示できる。
◦　星図ウインドウ
　 天体の配置をコンピュータで計算して星図として描画する。天体は星
図上で円として描画され、天体の種類と昇っているか沈んでいるかが
色で分かるようになっている。
　 星図上の天体にマウスカーソルを合わせると、その天体名と座標が表
示される。
　 ウインドウのタイトルに、星図ウインドウで現在選択している望遠鏡
名と、その画角と、どの等級までの天体を描画するかが表示される。
　 右下の［太陽系］,［銀河・星雲］,［恒星］,［星座］のセレクタから目的の天
体を選択すると、その天体付近の星図が描画される。セレクタの天体
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名は文字が黒色だと現在昇っている天体、水色だと現在沈んでいる天
体を表す。
　 右上の赤経（RA），赤緯（Dec）に赤道座標を入力して［描画］ボタンを
クリックすると、その座標付近の星図が描画される。
　 実際に観測中の望遠鏡が向いている座標の星図を描画するには［同期］
ボタンをクリックする。
　 現在表示されている星図の座標へ実際の望遠鏡を向けたければ、［導入］
ボタンをクリックする。
　 どこまでの明るさの等級の天体を描画するかは［等級］セレクタで選択
し、どの望遠鏡の星図を描画するかは［スコープ］セレクタで選択する。
◦　ステータスウインドウ
　 実際の望遠鏡の向いている座標を赤道座標（赤経（RA），赤緯（Dec））
と地平座標（方位（Az），高度（Alt））で表示する。情報は4秒ごとに更
新される。
　 下部の領域には、望遠鏡へコマンドを送ったときの応答が表示される。
◦　セレクタウインドウ
　 スライドウインドウと動画ウインドウでそれぞれ中継する望遠鏡を個
別に選択できる。
◦　コントロールウインドウ
　 メインスコープとサブスコープについては、CCDカメラの［感度］と
［露出時間］をそれぞれのセレクタから数字を選ぶことで設定できる。
感度を上げたり、露出時間を長くすると暗い天体が映りやすくなる。
ただし、感度を上げるとノイズが多くなり、露出時間を長くするとノ
イズは減るが画像がぼやけてしまうというデメリットがある。
　 メインスコープについてはフォーカスを調整することができる。セレ
クタでフォーカスを動かす方向と速さを選択できるが、選択するだけ
では何も起こらず、選択後に［1秒］ボタンをクリックしなければ動作
しない。残念ながら現在のフォーカスの位置をパラメータとして知る
ことはできないので、フォーカスが合っているかは観測画像で見て判
断するしかない。
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◦　ログアウトウインドウ
　 残り使用時間があと何秒かが表示される。残り使用時間が0になると
自動的に終了する。
　 ［ログアウト］ボタンをクリックすると即座に終了し、ログインページ
に戻る。
◦　スナップショットウインドウ
　 スライドウインドウの画像をダブルクリックすると現れるウインドウ
である（図5）。“JPEG”か“JPEG（スタンプ付き）”を選ぶと、JPEG
形式の画像が表示される。「スタンプ付き」を選ぶと観測場所や時刻
が画像に刻み込まれるが、画質はやや落ちる。さらに、メラーテのメ
インスコープでは、RGBフィルターごとのFITS形式の画像を保存で
きる。
　 スナップショットウインドウの画像上でドラッグ&ドロップすると2
点間の距離を角度で表示できる。
　各ウインドウの右上にある［?］をクリックするとヘルプが表示できるように
なっているので、操作の際に参考にして欲しい。
図5　スナップショットウインドウ
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4.4　チュートリアル
ここでは一般的な天体観測の手順について記述する。初めは明るくて大きい
月で試してみるのがいいだろう。
1. 目的の天体に合わせてどの望遠鏡で天体を導入するかを決める。導入とは
望遠鏡の画角内に天体が入るように望遠鏡を移動させるという意味である。
星座を観測したいなら広角スコープ、その他の天体ならサブスコープが望
ましい。この望遠鏡の装置では、いきなりメインスコープで天体を導入で
きるほどの精度はないので、初めはサブスコープや広角スコープで天体を
導入し、位置を調整してから、より倍率の高い望遠鏡に切り替えるという
作業が必要となる。
2. セレクタウインドウの［スライド］でその望遠鏡を選ぶ。天体を導入するた
めに主に使用するのはスライドウインドウである。
3. 星図ウインドウで、スライドウインドウの望遠鏡と同じ望遠鏡を選び、［太
陽系］,［銀河・星雲］,［恒星］,［星座］のセレクタから目的の天体を選択する。
4. 星図ウインドウで目的の天体付近の星図が表示されたら［導入］ボタンをク
リックする。ステータスウインドウに“success”と表示されたら望遠鏡が動
き出す。もし“error”などと表示されたら再び［導入］ボタンをクリックする。
5. 望遠鏡の移動中はステータスウインドウの赤経（RA）,赤緯（Dec）の値が変
化する。これが星図ウインドウの赤経（RA）,赤緯（Dec）の値とほぼ同じに
なって止まるまで待つ。うまくいけばスライドウインドウの観測画像に
天体が映るはずである。天体が映らない場合、その理由は二つ考えられる。
一つは物理的に天体が見えない場合である。空が曇っている、府中市やニ
ューヨークだとピラーの影になっている、メラーテだとスライディングル
ーフが開いていないなどが考えられるが、このような場合はどうしようも 
ないので、後に天候などの状況が良くなったときにリトライして欲しい。
もう一つはCCDカメラの感度や露出時間が天体の明るさに合っていない場
合である。これはコントロールウインドウでCCDカメラの感度や露出時間
を調整することで対応できる。
6. スライドウインドウの画像上で天体が画像中心から外れている場合、その
画像上で天体を画像中心へドラッグ&ドロップすると、その位置に天体が
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映るように望遠鏡を移動できる。
7. 目的の天体を、より倍率が高い望遠鏡へ切り替えて観測したい場合（広角
ならサブ、サブならメインへ）、天体がその望遠鏡の画角内に映るように
望遠鏡を移動させなくてはならない。スライドウインドウの画像上をクリ
ックすると赤い枠が表示されるので、その中に天体が入るようにドラッグ
&ドロップで望遠鏡を移動させる。枠内に天体が入ったら、セレクタウィ
ンドウで高倍率の望遠鏡へ切り替える。
8. メインスコープに切り替えた場合は、フォーカスを合わせる必要があるか
もしれない。コントロールウインドウのセレクタでフォーカスの移動方向
と速度を選択し、［1秒］ボタンをクリックすることでフォーカスを合わせ
ていく。フォーカスの移動方向は、観測画像中の天体がよりシャープにな
る方向へ合わせる。
9. スライドウインドウの画像を、より大きな画像として表示したければ、ス
ライドウインドウの画像をダブルクリックする。現れたウインドウで
JPEG形式を選ぶと大きな画像が表示される。メラーテではFITS形式とし
て保存することも可能である。
メインスコープについてはフォーカスを合わせなくてはならないが、フォー
カスをうまく合わせるのは非常に難しい。その理由として以下が挙げられる。
◦　 フォーカスが現在どの位置にあるかをパラメータとして知る手だてがない。
◦　 フォーカスが合ったかどうかは観測画像から判断するしかないが、観測画
像はユーザーに届くまでタイムラグがあり、フォーカスを動かしてからそ
の影響が観測画像に現れるまで少し待たなくてはならない。特に、メラー
テではタイムラグが数十秒のオーダーなので厳しい。
◦　 大気の影響6と望遠鏡が微動するため、観測画像にフォーカスとは関係な
い残像を生じることがある。
現状、フォーカス合わせはユーザーに慣れてもらう他ない。コツとしては、
いきなり木星などの大きく映る天体でフォーカスを合わせるのではなく、まず
6 府中やニューヨークではガラスの影響もある。
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は明るい恒星で、光が1点になるようにフォーカスを合わせておいてから、木
星などの天体を見るといい。
　一カ所のインターネット望遠鏡を一度に使えるのは一人だけである。使用時
間がなくなる前に観測が終了したければ、［ログアウト］ボタンをクリックして
終了して欲しい。［ログアウト］ボタンをクリックせずにWEBブラウザを閉じ
てしまうと、ログインは継続しているとみなされ、次にログイン可能となるま
で無駄に待たなくてはならなくなる。
5　まとめと今後の課題
メラーテに新しいインターネット望遠鏡を設置したことで、より多くの人
にインターネット望遠鏡を使ってもらえる環境ができた。北半球の夜空をほ
ぼ 24時間カバーできるようになったことで、同じ天体を24時間観測し続ける
ような観測ができるかもしれない。このメラーテへのインターネット望遠鏡の
設置に伴い、新たにインターフェースを開発した。以前よりも機能が増えたが、
操作をシンプルにすることで使いやすくなったと思われる。また、メインスコ
ープにカラー対応の冷却CCDカメラを取り付けたことにより、天体のカラー
での観測や、木星や土星の衛星の位置測定の精度が上がることも期待できる。
残る課題としては、メラーテのメインスコープの冷却CCDカメラ用のソフ
トウェアの改善がある。冷却CCDの画像データは、望遠鏡から圧縮せずに公
益大のサーバに送り、画像処理を行ったあと、ユーザーのWEBブラウザに送
っているため、画像の転送に非常に時間がかかる。メラーテ観測所のインター
ネットの回線速度が、日本に比べて非常に遅いのも転送に時間がかかる一因で
ある。メラーテの回線速度の向上はしばらくは見込めないため、望遠鏡側で画
像を圧縮して転送データ量を少なくするように改善しなくてはならないだろう。
既存のインターネット望遠鏡の機材の老朽化も問題である。最初のインター
ネット望遠鏡を設置してから6年が経過しており、そろそろ望遠鏡やカメラの
更新も考えなくてはならない時期にきている。
以上のような課題があるが、インターネット望遠鏡は現在十分使えるレベルに
ある。インターネット望遠鏡は、望遠鏡を実際に触ったことが無くても誰にでも
簡単に扱えるものである。皆さんもたまには天体観測してみてはいかがだろうか。
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